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A. 研究目的 

 本研究は、本研究は、がん対策推進基本計画に

定められている「がん対策の指標設定と進捗評価」

を円滑に進め、システムとして確立するとともに

評価活動の継続的改善を行い、明らかになった課

題の解決を目的としている。具体的には、がん登

録データから対策進捗指標としての全国値の算出

を行うこととし、単なる指標設定から測定という

流れだけでなく、数理モデルによる罹患率・死亡

率の予測を活用して施策の優先度の検討や、がん

対策基本法に都道府県がん対策推進計画を策定・

実施することが定められている都道府県との連携

などの発展性についての提言を行うことを目指し

た。神奈川県は、首都東京に隣接する人口約 900

万人と日本最大級の自治体である。地域がん登録

は 1970年から整備されており、推計が実行可能で

あるだけではなく、横浜市といった人口 370 万人

以上の大都市がある一方、県西部は人口の過疎化

が問題となっている山村地帯を要する。こうした

特徴を持つ神奈川県のがん対策の評価や効果推定

など、応用可能性や継続性について検討すること

は、我が国の高齢化に伴うがん対策のシミュレー

ションを実装することに他ならず、有益である。 

 

B. 研究方法 

県のがん対策推進計画の進捗管理では、施策を

作成した行政が、自己評価する仕組みが長く続い

ており、客観的な指標やロジックモデルなどによ

る可視化ができていない。こうした事例を研究班

で共有し、その進捗評価の改善案を示した上で、

国のがん対策進捗評価の有効な連携方法を検討し

た。また、優先順位の高い「乳がん」、「大腸がん」

を事例として数理モデルを用いたがん対策進捗評

価と目標値設定を設定が可能か否か情報交換を行

った。 

 

C. 研究結果 

数理モデルを用いて科学的に算出した数値のみ

を県の担当者に伝えるだけではなく、現場のがん

対策担当者（行政）と一緒に議論し、対策の糸口

となるような解釈も含めて話し合いをしていくこ

とで、より効果的で科学的根拠に基づいたがん対

策を講じることが可能となることが示唆された。 

 

D. 考察 

 がん対策を担う行政の担当者は、他県のがん対

策指標に関する進捗評価や、アップデートに研究

者の視点をどのくらい参考にしているのか、がん

対策進捗評価の高い自治体との情報収集・意見交

換の場が必要である。 

 

E. 結論 

地域の実情に合わせたがん対策を策定するため

には専門家との連携が不可欠である。 
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